
出席の状況
会員数　55名（内出席免除　２名）　出席者数　38名　　欠席者数　17名
出席率　70.37％　　前々回訂正　77.78％　　　　
欠席者　日笠（常），堀川，加戸，鴨井，金子，川本，河村，木本，熊野，松村，森本，西岡，西山，
　　　　竹本，丹治，槌田，（渡辺）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 休日にもかかわらず、IM実行委員会に出席の皆さん、お疲れ様でした。本日のフォーラムと併せ、

詰めの協議をしっかりお願いします。
末吉会員 ： 岩本ガバナー補佐、藤岡IM実行委員長、相原IM副実行委員長ならびに実行委員会の皆様、2月11

日のIM合同実行委員会お疲れ様でした。
相原会員 ： 土曜日の津山RCとの合同IM実行委員会にご参加の皆さま、ありがとうございました。
小松原会員 ： 新年互礼会でのお祝い、2月11日の誕生日の花束をありがとうございました。フェイスブックに「かん

れき」ですとアップしたら「見えないよ」とコメントを頂いてちょっと嬉しく思っています。
高橋会員 ： 先週発表がなかったので忘れていましたが、間もなく結婚記念の花束が来る予定です。先取りのス

マイルをしておきます。
氏房会員 ： 今日の例会にてのスマイルが少なそうなので、立場上スマイルいたします。

６件　21,000円（累計 876,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
山登りのすすめ
　山登りを始めて20年になる。二男に誘われて家族で剣山に登ったのが最初であるが、途中
何度も休憩を入れ、やっとの思いで頂上に達した。以来、四国の山を中心に単独登山を行って
きたが、いつしか家族も仲間に引き入れ、日本アルプスにも挑戦してきた。現在のところ、日本百
名山は36座を登り、四国の山も数々登った。単独で登山口に立ち、山に分け入っていくのはいつも怖かった。特に
針葉樹林の植林帯の暗い道を歩くのは不気味である。それでも30分も歩くと、山の特徴が掴めだし、体も慣れ、
植生の変化を楽しみながらひたすら頂上を目指していく。登山愛好家が増えたとはいえ、案内の行き届いていな
い山もあり、踏み跡やテープを探しながら歩くこともある。下山に備え、路傍の岩や立ち木の特徴を気に留めなが
ら歩くこともあった。やがて、もっと高い山へ、もっと険しい山へと望みは高くなり、富士山、槍ヶ岳、穂高岳、剱岳な
どの代表的な山に登った。職業柄、定年退職のない我が身にとって、百名山完登は困難な状況にある。北海道、
東北、甲信越の山々は遠くて深い。 これからの5年を目途にシーズンをフル回転で努力してみようと思っている。
　山登り後の楽しみの一つに、登山日誌の作成がある。ルー トマップに通過時間等を書き入れ、登山道や植生の
特徴を記載していく。その日誌も4冊目に入った。初期の頃に比べ、登山用語も増え、記載内容も豊富になり、上達
していっているのがわかる。
　山登りはある意味、人生に通じるものがある、と常々思っている。平均的な山では、標高差250m～300mを登る
のに約1時間かかる。登り始めて30分くらいは呼吸も乱れ、とにかくしんどい。やがて呼吸や下肢の調子も上がっ
てくる。途中で諦めたら、諦めぐせがついてしまう。辛抱して高度を稼ぎ、眺望が良くなってくると「登り続けて良
かった」、「辛抱して良かった」と感じる。頂上に立ち、眺望を楽しみながら「今度はあの山に登ってみよう」、 「あの
山の名は」と興味が湧いてくる。殊に眺望のきいた稜線歩きは最高で、子育てを終えて悠 と々趣味を楽しむ熟年
の境地か。下山途中、越えてきた幾つものヒー゚クをふりかえって見る時、自分の足のすごさに思わず褒めてやりた
い満足感に浸る。こうした新たな達成感を求めて山登りを続けている。
　我がクラブにも山登り同好会があり、入会当初より一緒に楽しんできた。現在は会員の高齢化に伴い、気力・ 
体力の減退から絶滅危惧同好会になりつつある。世俗を離れ、自然のなかに身を置くことで、新たな自分の発見
や日本の自然のすばらしさに気づくことでしょう。

第８・９グループ第３回ＩＭ合同実行委員会議事録 　　　
日時　2017年２月11日㈯ 17：00～　　　　場所　メルパルク岡山　２階「高砂」
出席者　津山RC　　　山本俊彦   苅田善嗣   川上昌俊   永禮恭司   岸田智久   梶岡秀成   谷口晋一   
　　　　　　　 　　　額田雅之 （以上８名）
　　　　岡山北西RC　岩本一寿　岡本和夫　末吉賢多　藤岡　温　相原利行　川西熊雄　　
　　　　　　　 　　　高橋峯男　堀川辰也　竹本千代子　岡本浩三　小松忠男　鴨井利典 （以上12名）
 司会・IM副実行委員長　相原 利行
１．開会挨拶 岡山北西RC会長　岡本 和夫
２．実行委員長挨拶 第9グループIM実行委員長　藤岡 　温
３．来賓挨拶 第8グループガバナー補佐　山本 俊彦
 第9グループガバナー補佐　岩本 一寿
４．確認事項 第9グループIM副実行委員長　相原 利行
⑴ IMテーマについて
・IMテーマが明確でないので、「地域社会に貢献する奉仕活動」がテーマであることを確認した。
⑵ 記念講演の講師及びテーマについて
・記念講演のテーマが「Ｆ（女性）Ｅ（高齢者）Ｄ（障害者）を大切にする事業経営のすすめ」に決定したことを報告、確認した。
⑶ バズセッションのテーマについて
・職業奉仕グループのサブテーマのうち、「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと考えますか（Ｆ（女性）Ｅ
（高齢者）Ｄ（障害者）に対して）」については、議論が限定されることから、（　）内の文言を削除することを決定した。
・IMテーマが明確でないので、「地域社会に貢献する奉仕活動」とする。
５．協議事項
⑴タイムテーブルについて
・集合時間は、岡山北西RCは9:00、津山RCは11:00と決定した。
・ホストクラブは、当日、クラブ旗及び当日参加者数だけのタスキを用意することを確認した。
・次期、次々期代表幹事及び（グループの異なる）佐藤芳郎地区直前ガバナーにも、来賓としてお声掛けすることを決定した。
・懇親会の「閉宴挨拶」を、山本ガバナー補佐から牧山実行委員長に変更することを決定した。
・懇親会閉宴時のロータリーソング「手に手つないで」は、岡山北西RCと津山RCそれぞれのソングリーダーが担
当することを決定した。
⑵ 各クラブ実参加の確認及びバズセッションの担当について
・ホストクラブである岡山北西RCと津山RCからは、出来るだけ多くの実参加をお願いすることを確認した。
・司会は、全てのテーブルにおいて、ホストクラブが担当することを決定した。
・発表は、記録者が行うこととし、ホストクラブでは事前に決定しておくが、記録者本人には、当日に司会者から伝
えることを決定した。
・バズセッションの記録は発表者にお願いするが、取りまとめ及び提出は、司会者であるホストクラブの会員が行う
ことを決定した。
・ＩＭ開催後に作成する報告書には、バズセッションの概要を掲載することとし、各テーブルから提出された記録を
掲載することはしない方針であることを確認した。
⑶ 当日配布冊子について
・内容については、前年と同様とし、バズセッションのサブテーマのページを追加することを決定した。
⑷ その他
・アトラクションの概要について、岡本浩三行事運営委員会（懇親会）副委員長より説明があった。
・藤岡第9グループ実行委員長の出番がないので、「閉会宣言・点鐘　第9グループガバナー補佐」の前に、「閉
会挨拶　第9グループ実行委員長」を追加する。
６．　閉会挨拶 津山RC会長　苅田 善嗣

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 出雲南RCより、「第40回インターアクト地区大会報告書」が届いておりますので回覧いたします。
② 3月26日㈰岡山プラザホテルで開催いたしますIMにつきまして、皆様へのご案内、及び本日
のクラブフォーラムの資料を配付しております。
③ 他クラブ週報を回覧いたします。
④ 本日例会終了後、13時30分より3F「ルビーの間」において「第3回被選理事役員会」が開催されますので、次
年度理事役員の皆様はご出席ください。
⑤ 2月16日㈭18：30から割烹津山にて、歴史同好会が開催されますので、出席予定の皆様はよろしくお願い致
します。
⑥ 京都朱雀RC様との友好親睦旅行の日程について変更がございました。ご迷惑をおかけしますが何卒よろしく
お願い致します。

2016-2017年度　第8･第9グループ合同ＩＭの概要について
⒈ 日　　時　　2017年3月26日㈰　登録受付 12:00～13:00
　　　　　　　　　岡山北西ＲＣ集合 9:00　本会議開始 13:00　懇親会終了 19:00
⒉ 場　　所　　岡山プラザホテル　　岡山市中区浜2-3-12　TEL（086）272-1201
⒊ 記念講演　　「Ｆ（女性）Ｅ（高齢者）Ｄ（障害者）を大切にする事業経営のすすめ」
　　　　　　　　法政大学大学院政策創造研究科教授　　坂本　光司　氏
⒋ バズセッション
　　　テーマ　「地域社会に貢献する奉仕活動とは」
　　　サブテーマ（社会奉仕グループ）
　　　① 「地域のニーズに貢献するための社会奉仕活動とは」
　　　② 「継続的に行われる社会奉仕活動について」
　　　サブテーマ（職業奉仕グループ）
　　　① 「職業活動の中で、ロータリアンであることを自覚して行動したことはありますか」
　　　② 「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと考えますか」
　　　サブテーマ（クラブ奉仕グループ）
　　　① 「あなたのクラブで、連帯感を強めるために何をしていますか。また、何をすれば良いと考えますか」
　　　② 「例会を充実させるために、あなたのクラブでは何か工夫をしていますか。
　　　　　また、何をすれば良いと考えますか。」
⒌ タイムスケジュール
　　９：００　　岡山北西ＲＣ集合
　１１：００　　津山ＲＣ集合
　　　　　　　　　昼食
　１２：００　　登録受付
　１３：００　　開会式
　１３：２５　　休　憩
　１３：４０　　記念講演
　１４：５０　　休　憩
　１５：００　　バズセッション
　１６：３５　　休　憩
　１６：５０　　閉会式
　１７：２５　　会場移動
　１７：３５　　懇親会
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・懇親会閉宴時のロータリーソング「手に手つないで」は、岡山北西RCと津山RCそれぞれのソングリーダーが担
当することを決定した。
⑵ 各クラブ実参加の確認及びバズセッションの担当について
・ホストクラブである岡山北西RCと津山RCからは、出来るだけ多くの実参加をお願いすることを確認した。
・司会は、全てのテーブルにおいて、ホストクラブが担当することを決定した。
・発表は、記録者が行うこととし、ホストクラブでは事前に決定しておくが、記録者本人には、当日に司会者から伝
えることを決定した。
・バズセッションの記録は発表者にお願いするが、取りまとめ及び提出は、司会者であるホストクラブの会員が行う
ことを決定した。
・ＩＭ開催後に作成する報告書には、バズセッションの概要を掲載することとし、各テーブルから提出された記録を
掲載することはしない方針であることを確認した。
⑶ 当日配布冊子について
・内容については、前年と同様とし、バズセッションのサブテーマのページを追加することを決定した。
⑷ その他
・アトラクションの概要について、岡本浩三行事運営委員会（懇親会）副委員長より説明があった。
・藤岡第9グループ実行委員長の出番がないので、「閉会宣言・点鐘　第9グループガバナー補佐」の前に、「閉
会挨拶　第9グループ実行委員長」を追加する。
６．　閉会挨拶 津山RC会長　苅田 善嗣

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 出雲南RCより、「第40回インターアクト地区大会報告書」が届いておりますので回覧いたします。
② 3月26日㈰岡山プラザホテルで開催いたしますIMにつきまして、皆様へのご案内、及び本日
のクラブフォーラムの資料を配付しております。
③ 他クラブ週報を回覧いたします。
④ 本日例会終了後、13時30分より3F「ルビーの間」において「第3回被選理事役員会」が開催されますので、次
年度理事役員の皆様はご出席ください。
⑤ 2月16日㈭18：30から割烹津山にて、歴史同好会が開催されますので、出席予定の皆様はよろしくお願い致
します。
⑥ 京都朱雀RC様との友好親睦旅行の日程について変更がございました。ご迷惑をおかけしますが何卒よろしく
お願い致します。

2016-2017年度　第8･第9グループ合同ＩＭの概要について
⒈ 日　　時　　2017年3月26日㈰　登録受付 12:00～13:00
　　　　　　　　　岡山北西ＲＣ集合 9:00　本会議開始 13:00　懇親会終了 19:00
⒉ 場　　所　　岡山プラザホテル　　岡山市中区浜2-3-12　TEL（086）272-1201
⒊ 記念講演　　「Ｆ（女性）Ｅ（高齢者）Ｄ（障害者）を大切にする事業経営のすすめ」
　　　　　　　　法政大学大学院政策創造研究科教授　　坂本　光司　氏
⒋ バズセッション
　　　テーマ　「地域社会に貢献する奉仕活動とは」
　　　サブテーマ（社会奉仕グループ）
　　　① 「地域のニーズに貢献するための社会奉仕活動とは」
　　　② 「継続的に行われる社会奉仕活動について」
　　　サブテーマ（職業奉仕グループ）
　　　① 「職業活動の中で、ロータリアンであることを自覚して行動したことはありますか」
　　　② 「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと考えますか」
　　　サブテーマ（クラブ奉仕グループ）
　　　① 「あなたのクラブで、連帯感を強めるために何をしていますか。また、何をすれば良いと考えますか」
　　　② 「例会を充実させるために、あなたのクラブでは何か工夫をしていますか。
　　　　　また、何をすれば良いと考えますか。」
⒌ タイムスケジュール
　　９：００　　岡山北西ＲＣ集合
　１１：００　　津山ＲＣ集合
　　　　　　　　　昼食
　１２：００　　登録受付
　１３：００　　開会式
　１３：２５　　休　憩
　１３：４０　　記念講演
　１４：５０　　休　憩
　１５：００　　バズセッション
　１６：３５　　休　憩
　１６：５０　　閉会式
　１７：２５　　会場移動
　１７：３５　　懇親会

－２－

例会プログラム例会プログラム例会プログラム例会プログラム



出席の状況
会員数　55名（内出席免除　２名）　出席者数　38名　　欠席者数　17名
出席率　70.37％　　前々回訂正　77.78％　　　　
欠席者　日笠（常），堀川，加戸，鴨井，金子，川本，河村，木本，熊野，松村，森本，西岡，西山，
　　　　竹本，丹治，槌田，（渡辺）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 休日にもかかわらず、IM実行委員会に出席の皆さん、お疲れ様でした。本日のフォーラムと併せ、

詰めの協議をしっかりお願いします。
末吉会員 ： 岩本ガバナー補佐、藤岡IM実行委員長、相原IM副実行委員長ならびに実行委員会の皆様、2月11

日のIM合同実行委員会お疲れ様でした。
相原会員 ： 土曜日の津山RCとの合同IM実行委員会にご参加の皆さま、ありがとうございました。
小松原会員 ： 新年互礼会でのお祝い、2月11日の誕生日の花束をありがとうございました。フェイスブックに「かん

れき」ですとアップしたら「見えないよ」とコメントを頂いてちょっと嬉しく思っています。
高橋会員 ： 先週発表がなかったので忘れていましたが、間もなく結婚記念の花束が来る予定です。先取りのス

マイルをしておきます。
氏房会員 ： 今日の例会にてのスマイルが少なそうなので、立場上スマイルいたします。

６件　21,000円（累計 876,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
山登りのすすめ
　山登りを始めて20年になる。二男に誘われて家族で剣山に登ったのが最初であるが、途中
何度も休憩を入れ、やっとの思いで頂上に達した。以来、四国の山を中心に単独登山を行って
きたが、いつしか家族も仲間に引き入れ、日本アルプスにも挑戦してきた。現在のところ、日本百
名山は36座を登り、四国の山も数々登った。単独で登山口に立ち、山に分け入っていくのはいつも怖かった。特に
針葉樹林の植林帯の暗い道を歩くのは不気味である。それでも30分も歩くと、山の特徴が掴めだし、体も慣れ、
植生の変化を楽しみながらひたすら頂上を目指していく。登山愛好家が増えたとはいえ、案内の行き届いていな
い山もあり、踏み跡やテープを探しながら歩くこともある。下山に備え、路傍の岩や立ち木の特徴を気に留めなが
ら歩くこともあった。やがて、もっと高い山へ、もっと険しい山へと望みは高くなり、富士山、槍ヶ岳、穂高岳、剱岳な
どの代表的な山に登った。職業柄、定年退職のない我が身にとって、百名山完登は困難な状況にある。北海道、
東北、甲信越の山々は遠くて深い。 これからの5年を目途にシーズンをフル回転で努力してみようと思っている。
　山登り後の楽しみの一つに、登山日誌の作成がある。ルー トマップに通過時間等を書き入れ、登山道や植生の
特徴を記載していく。その日誌も4冊目に入った。初期の頃に比べ、登山用語も増え、記載内容も豊富になり、上達
していっているのがわかる。
　山登りはある意味、人生に通じるものがある、と常々思っている。平均的な山では、標高差250m～300mを登る
のに約1時間かかる。登り始めて30分くらいは呼吸も乱れ、とにかくしんどい。やがて呼吸や下肢の調子も上がっ
てくる。途中で諦めたら、諦めぐせがついてしまう。辛抱して高度を稼ぎ、眺望が良くなってくると「登り続けて良
かった」、「辛抱して良かった」と感じる。頂上に立ち、眺望を楽しみながら「今度はあの山に登ってみよう」、 「あの
山の名は」と興味が湧いてくる。殊に眺望のきいた稜線歩きは最高で、子育てを終えて悠 と々趣味を楽しむ熟年
の境地か。下山途中、越えてきた幾つものヒー゚クをふりかえって見る時、自分の足のすごさに思わず褒めてやりた
い満足感に浸る。こうした新たな達成感を求めて山登りを続けている。
　我がクラブにも山登り同好会があり、入会当初より一緒に楽しんできた。現在は会員の高齢化に伴い、気力・ 
体力の減退から絶滅危惧同好会になりつつある。世俗を離れ、自然のなかに身を置くことで、新たな自分の発見
や日本の自然のすばらしさに気づくことでしょう。

第８・９グループ第３回ＩＭ合同実行委員会議事録 　　　
日時　2017年２月11日㈯ 17：00～　　　　場所　メルパルク岡山　２階「高砂」
出席者　津山RC　　　山本俊彦   苅田善嗣   川上昌俊   永禮恭司   岸田智久   梶岡秀成   谷口晋一   
　　　　　　　 　　　額田雅之 （以上８名）
　　　　岡山北西RC　岩本一寿　岡本和夫　末吉賢多　藤岡　温　相原利行　川西熊雄　　
　　　　　　　 　　　高橋峯男　堀川辰也　竹本千代子　岡本浩三　小松忠男　鴨井利典 （以上12名）
 司会・IM副実行委員長　相原 利行
１．開会挨拶 岡山北西RC会長　岡本 和夫
２．実行委員長挨拶 第9グループIM実行委員長　藤岡 　温
３．来賓挨拶 第8グループガバナー補佐　山本 俊彦
 第9グループガバナー補佐　岩本 一寿
４．確認事項 第9グループIM副実行委員長　相原 利行
⑴ IMテーマについて
・IMテーマが明確でないので、「地域社会に貢献する奉仕活動」がテーマであることを確認した。
⑵ 記念講演の講師及びテーマについて
・記念講演のテーマが「Ｆ（女性）Ｅ（高齢者）Ｄ（障害者）を大切にする事業経営のすすめ」に決定したことを報告、確認した。
⑶ バズセッションのテーマについて
・職業奉仕グループのサブテーマのうち、「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと考えますか（Ｆ（女性）Ｅ
（高齢者）Ｄ（障害者）に対して）」については、議論が限定されることから、（　）内の文言を削除することを決定した。
・IMテーマが明確でないので、「地域社会に貢献する奉仕活動」とする。
５．協議事項
⑴タイムテーブルについて
・集合時間は、岡山北西RCは9:00、津山RCは11:00と決定した。
・ホストクラブは、当日、クラブ旗及び当日参加者数だけのタスキを用意することを確認した。
・次期、次々期代表幹事及び（グループの異なる）佐藤芳郎地区直前ガバナーにも、来賓としてお声掛けすることを決定した。
・懇親会の「閉宴挨拶」を、山本ガバナー補佐から牧山実行委員長に変更することを決定した。
・懇親会閉宴時のロータリーソング「手に手つないで」は、岡山北西RCと津山RCそれぞれのソングリーダーが担
当することを決定した。
⑵ 各クラブ実参加の確認及びバズセッションの担当について
・ホストクラブである岡山北西RCと津山RCからは、出来るだけ多くの実参加をお願いすることを確認した。
・司会は、全てのテーブルにおいて、ホストクラブが担当することを決定した。
・発表は、記録者が行うこととし、ホストクラブでは事前に決定しておくが、記録者本人には、当日に司会者から伝
えることを決定した。
・バズセッションの記録は発表者にお願いするが、取りまとめ及び提出は、司会者であるホストクラブの会員が行う
ことを決定した。
・ＩＭ開催後に作成する報告書には、バズセッションの概要を掲載することとし、各テーブルから提出された記録を
掲載することはしない方針であることを確認した。
⑶ 当日配布冊子について
・内容については、前年と同様とし、バズセッションのサブテーマのページを追加することを決定した。
⑷ その他
・アトラクションの概要について、岡本浩三行事運営委員会（懇親会）副委員長より説明があった。
・藤岡第9グループ実行委員長の出番がないので、「閉会宣言・点鐘　第9グループガバナー補佐」の前に、「閉
会挨拶　第9グループ実行委員長」を追加する。
６．　閉会挨拶 津山RC会長　苅田 善嗣

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 出雲南RCより、「第40回インターアクト地区大会報告書」が届いておりますので回覧いたします。
② 3月26日㈰岡山プラザホテルで開催いたしますIMにつきまして、皆様へのご案内、及び本日
のクラブフォーラムの資料を配付しております。
③ 他クラブ週報を回覧いたします。
④ 本日例会終了後、13時30分より3F「ルビーの間」において「第3回被選理事役員会」が開催されますので、次
年度理事役員の皆様はご出席ください。
⑤ 2月16日㈭18：30から割烹津山にて、歴史同好会が開催されますので、出席予定の皆様はよろしくお願い致
します。
⑥ 京都朱雀RC様との友好親睦旅行の日程について変更がございました。ご迷惑をおかけしますが何卒よろしく
お願い致します。

2016-2017年度　第8･第9グループ合同ＩＭの概要について
⒈ 日　　時　　2017年3月26日㈰　登録受付 12:00～13:00
　　　　　　　　　岡山北西ＲＣ集合 9:00　本会議開始 13:00　懇親会終了 19:00
⒉ 場　　所　　岡山プラザホテル　　岡山市中区浜2-3-12　TEL（086）272-1201
⒊ 記念講演　　「Ｆ（女性）Ｅ（高齢者）Ｄ（障害者）を大切にする事業経営のすすめ」
　　　　　　　　法政大学大学院政策創造研究科教授　　坂本　光司　氏
⒋ バズセッション
　　　テーマ　「地域社会に貢献する奉仕活動とは」
　　　サブテーマ（社会奉仕グループ）
　　　① 「地域のニーズに貢献するための社会奉仕活動とは」
　　　② 「継続的に行われる社会奉仕活動について」
　　　サブテーマ（職業奉仕グループ）
　　　① 「職業活動の中で、ロータリアンであることを自覚して行動したことはありますか」
　　　② 「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと考えますか」
　　　サブテーマ（クラブ奉仕グループ）
　　　① 「あなたのクラブで、連帯感を強めるために何をしていますか。また、何をすれば良いと考えますか」
　　　② 「例会を充実させるために、あなたのクラブでは何か工夫をしていますか。
　　　　　また、何をすれば良いと考えますか。」
⒌ タイムスケジュール
　　９：００　　岡山北西ＲＣ集合
　１１：００　　津山ＲＣ集合
　　　　　　　　　昼食
　１２：００　　登録受付
　１３：００　　開会式
　１３：２５　　休　憩
　１３：４０　　記念講演
　１４：５０　　休　憩
　１５：００　　バズセッション
　１６：３５　　休　憩
　１６：５０　　閉会式
　１７：２５　　会場移動
　１７：３５　　懇親会

－３－

本日のメニュー（２月20日）　創立記念夜間例会
次回のメニュー（２月27日）　

焼　物　ピーチポークの西京焼　甘長獅子唐焼浸し　菊蕪
小　皿　蟹味噌豆腐　セルフィーユ　卸し生姜　美味出し
造　り　鰤又は勘八　鮪　妻一式　県産昔醤油
御　飯　じゃこ山椒御飯（岡山県産こしひかり）　　　赤出汁　三種盛り　　　香物　三種盛り

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

例会情報例会情報例会情報例会情報


